
第１部 子ども・若者の現状
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（注）フリーターを15～ 34 歳で，男性は卒業者，女性は卒業者で未婚の者とし，①雇用者のうち勤め先における呼称が「パート」又は「アルバイト」である者，②完全失業者
のうち探している仕事の形態が「パート・アルバイト」の者，③非労働力人口のうち希望する仕事の形態が「パート・アルバイト」で，家事も通学も就業内定もしていな
い「その他」の者としている。

資料：総務省統計局「労働力調査（詳細集計）」 
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第４節 若年無業者，ひきこもり，フリーター等の状況
１ フリーター，若年無業者の状況
フリーターの人数は，２年連続の増加。若年

無業者の数は，前年より減少。
フリーターの人数を，総務省統計局「労働力

調査（詳細集計）」により，１５～３４歳で，男性
は卒業者，女性は卒業者で未婚の者のうち，
① 雇用者のうち勤め先における呼称が
「パート」又は「アルバイト」である者

② 完全失業者のうち探している仕事の形態
が「パート・アルバイト」の者

③ 非労働力人口のうち希望する仕事の形態
が「パート・アルバイト」で，家事・通学
等していない者

の合計として集計すると，平成１５年の２１７万人
をピークに減少が続いていたが，平成２１年に増
加に転じ，平成２２年は１８３万人と２年連続の増
加となった（第１―２―１２図）。
年齢階級別にみると，１５～２４歳が８６万人と前

年に比べて１万人減少し，２年ぶりの減少と
なった。２５～３４歳は９７万人と，６万人増加し，
２年連続の増加となった。
また，若年無業者（１５～３４歳の非労働力人口

のうち，家事も通学もしていない者）の数は，
平成２２年には６０万人となり，前年より３万人
（４．８％）減少した。なお，内訳としては，１５～

１９歳が９万人，２０～２４歳が１５万人，２５～２９歳が
１７万人，３０～３４歳が１７万人である。若年無業者
（１５～３４歳）はピーク時の６４万人と比べて４万
人（６．３％）減少している。
なお，参考までに，３５～３９歳の無業者につい

てみると，平成２２年に２１万人となり，近年，緩
やかな増加傾向にある（第１―２―１３図）。
さらに，総務省統計局「就業構造基本調査」

によれば，「就業を希望しているが，求職活動
をしていない」若年無業者がその理由（非求職
理由）として挙げているのは，「病気・けがの
ため」が２８．９％と最も高く，「その他」を除く
と次いで「学校以外で進学や資格取得などの勉
強をしている」が１１．８％，「知識・能力に自信
がない」が１０．４％等となっている。
「就業を希望していない」若年無業者がその

理由（非就業希望理由）として挙げているのは，
「病気・けがのため」が３１．５％と最も高く，「そ
の他」を除くと，次いで「特に理由はない」が
１７．２％等となっている（第１―２―１４図，第１―２―１５
図）。

２ ひきこもりの状況
「ふだんは家にいるが，自分の趣味に関する

用事の時だけ外出する」者を含む広義のひきこ

第１―２―１２図 フリーターの人数の推移



第２章 子ども・若者の社会生活
（第４節 若年無業者，ひきこもり，フリーター等の状況）
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（注）１　若年無業者については15～ 34歳の非労働力人口のうち家事も通学もしていない者として集計（グラフでは，参考として，35～ 39歳について記載した。）。
　　　２　15～ 34歳計は，「15～ 24歳計」と「25～ 34歳計」の合計。15～ 39歳計は「15～ 24歳計」，「25～ 34歳計」及び「35～ 39歳」の合計。
　　　　　「15～ 24歳計」，「25～ 34歳計」それぞれの内訳については，千人単位を四捨五入しているため合計と合わない。
資料：総務省統計局　「労働力調査」
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資料：総務省「就業構造基本調査」

7.67.67.6

6.96.96.9

10.410.410.4

28.928.928.9

1.41.41.4

0.80.80.8

6.56.56.5

11.811.811.8

25.525.525.5

（％）

探したが見つからなかった

希望する仕事がありそうにない

知識・能力に自信がない

病気・けがのため

育児や通学などのため仕事が
続けられそうにない

家族の介護・看病のため

急いで仕事につく必要がない

学校以外で進学や資格取得
などの勉強をしている

その他

0 5 10 15 20 25 30 0 5 10 15 20 25 30 35

資料：総務省「就業構造基本調査」
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育児のため

家族の介護・看護のため

家事（育児・介護・看護以外）のため
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などの勉強をしている
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その他

特に理由はない

もりは，６９．６万人。
内閣府では，「ひきこもり」に該当する子ど

も・若者がどの程度存在し，どのような支援を
必要としているのかを把握するために，平成２２
年２月に「若者の意識に関する調査（ひきこも
りに関する実態調査）」を実施し，１５～３９歳の子
ども・若者５０００人を対象として３２８７人（６５．７％）
から回答を得た（平成２２年７月公表）。
その結果，「ふだんは家にいるが，近所のコ

ンビニなどには出かける」「自室からは出るが，
家からは出ない」「自室からほとんど出ない」
に該当した者を「狭義のひきこもり」と定義し，
「ふだんは家にいるが，自分の趣味に関する用

事の時だけ外出する」に該当した者を「準ひき
こもり」と定義したところ，推計数はそれぞれ
２３．６万人，４６．０万人となった。さらに，「狭義
のひきこもり」と「準ひきこもり」を合わせた
広義のひきこもり（以下，「ひきこもり群」と
いう。）としたところ，６９．６万人となった（第
１―２―１６図）。
ひきこもりのきっかけは，仕事や就職に関す

るものが多く（第１―２―１７図），家族を含め困難
を有する子ども・若者の社会的孤立を防ぐた
め，今後，相談機関の充実を始め，地域の人々
が思いやりをもって見守る暖かい連携が必要と
なっていくことが考えられる。

第１―２―１３図 若年無業者数の推移

第１―２―１４図 若年無業者の非求職理由（就業希
望者のうち非求職者）―平成19年

第１―２―１５図 若年無業者の非就業希望理由
（非就業希望者）―平成19年
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資料：内閣府「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」
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職場になじめなかった

病気

就職活動がうまくいかなかった

不登校（小学校・中学校・高校）

人間関係がうまくいかなかった

大学になじめなかった

受験に失敗した（高校・大学）

妊娠した

その他

無回答

ひきこもり群（n＝59人，　M.T＝128.8％）

0 10 20 30

Q23　現在の状態になったきっかけは何ですか。（複数回答）

（注１）
有効回収率に
占める割合（％）

全国の推計数
（万人）（注２）

ふだんは家にいるが，近所のコンビニなどには出かける ０．４０ １５．３ 狭義の
ひきこもり
２３．６万人
（注３）

自室からは出るが，家からは出ない ０．０９ ３．５

自室からほとんど出ない ０．１２ ４．７

ふだんは家にいるが，自分の趣味に関する用事のときだけ外出する １．１９ 準ひきこもり
４６．０万人

計 １．７９ 広義のひきこもり
６９．６万人

第１―２―１６図 ひきこもり群の定義・推計数

（注）１ ア）現在の状態となって６か月以上の者のみ
イ）「現在の状態のきっかけ」で，「病気（病名： ）」に統合失調症又は身体的な病気，又は「その他（ ）」に自宅で仕事をしていると

回答をした者を除く
ウ）「ふだん自宅にいるときによくしていること」で，「家事・育児をする」と回答した者を除く

２ 総務省「人口推計」（２００９年）によると，１５～３９歳人口は３８８０万人より，有効回収率に占める割合（％）×３８８０万人＝全国の推計数（万人）
３ 厚生労働省の新ガイドラインにおけるひきこもりの推計値は２５．５万世帯となっており，ほぼ一致する。

資料：内閣府「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」

第１―２―１７図 ひきこもりになったきっかけ


